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Ⓒ国立大学法人 東京医科歯科大学
本誌記事、写真、イラストの無断転載を禁じます。

　2020年東京オリンピック・パラリンピックまで
1年を切りました。新国立競技場をはじめ各競
技場の建設も進み、いよいよ現実味を帯びてき
たスポーツの祭典、そして、東京都への世界
の関心がますます高まってきています。そんな中、
今号巻頭では、7月に締結した本学と東京都と
の協定をきっかけに、吉澤学長と小池都知事
の対談を特集しました。本学が健康長寿社会
を目指し、その一環として東京都との様々な連携

事業を進めていることを知っていただければ、
幸いです。
　9月に入り、御茶ノ水門周辺では機能強化棟
の建設工事が始まりました。長年、医科歯科
大のシンボルとして鎮座してきたメタセコイア
は、惜しまれつつもその役目を終えます。しかし、
その命をつなぐ苗木がひっそりと育っています。
新時代の東京医科歯科大学と共に、近い将来
新たな歴史を刻んでくれることでしょう。

編集後記

特
集都

と
大
学
で

東
京
を
起
点
に
し
た

健
康
長
寿
社
会
の
実
現
を
目
指
す
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今号の表紙 
東京医科歯科大学のシンボルツリーとして親しま
れてきたメタセコイアは、2022年に予定している
機能強化棟竣工に伴い今年度中に伐採されるこ
とになりました。現在、キャンパス内ではメタセコ
イアの苗木を育成しています。
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皆さんはお気づきでしょうか。
御茶ノ水駅側から見上げた医科新棟の外壁サインが変わったことに。

これまでの大学名に「国立大学法人」とロゴマークの「TMDU」を加え、
「国立大学法人 東京医科歯科大学 TMDU」へ変更しました。

大学名のディスプレイを2019年5月23日に変更。

❹
特集 1 ◎ 特別対談

東京都 × 東京医科歯科大学
都と大学で東京を起点にした
健康長寿社会の実現を目指す

❽
特集 2 ◎ 特別対談

歯科×ＡI
AIを活用して歯科の

新たな診断・治療支援システム確立へ

⓮
特集 3 

「CEATEC視察」実習
来るべき超スマート社会に挑む！

⓰
医療研究 ★ 最前線 未来医療を拓く 

miR-146b欠損で造血器腫瘍を発症
マイクロRNAが関わる病態解明に貢献

大学院医歯学総合研究科 システム発生・再生医学分野   淺原弘嗣教授
医学部附属病院 呼吸器内科   三ツ村隆弘特任助教

⓲
閉経後のエストロゲン欠乏と骨粗鬆症のメカニズムを解明

大学院医歯学総合研究科 分子情報伝達学分野   中島友紀教授

⓴
医療にかける思いを聞く ◎ 医科歯科人 
大学院医歯学総合研究科医歯学系専攻

口腔機能再構築学講座 顎口腔外科学分野
原田浩之教授

⓲
附属病院訪問

医学部附属病院   総合診療科
⓳

卒業生の今 ◎ 「活躍する医科歯科人」
ミシガン大学歯学部 矯正小児歯科学講座　アシスタントプロフェッサー

小野法明氏

⓴
医科歯科大生 File ◎ 「自ら問い、自ら導く学生たち」

医学部医学科 5 年   髙野祐二さん

⓴
医科歯科百景

メタセコイア

22

23

24

25

東京医科歯科大学
学長

吉澤靖之

東京都
小池百合子知事

東京医科歯科大学
学長

吉澤靖之

三井物産株式会社
代表取締役専務執行役員

堀  健一氏

分野別QS世界大学ランキング2019
歯学分野で日本第1位、世界第10位の高評価

医学分野でも日本第3位の高い評価

日本    1位

世界  10位

［歯学分野］

日本    3位

世界  51-100位

［医学分野］
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東
京
都
と
の
協
定
締
結
で

拓
く
医
療
研
究

小
池　

こ
の
締
結
を
契
機
に
、創
薬
・

医
療
分
野
に
強
み
を
持
つ
東
京
医
科

歯
科
大
学
の
機
器
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

用
で
き
る
こ
と
は
、
都
民
に
と
っ
て

も
非
常
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
新

た
に
研
究
が
前
進
し
、
好
循
環
が
生

ま
れ
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
て
い

ま
す
。

吉
澤　

本
学
は
、
２
０
１
８
年
に

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
構
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
本
格

的
に
産
学
官
連
携
を
推
進
す
る
と
き

に
東
京
都
と
協
定
を
結
べ
た
こ
と
に

と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
近
年
は

学
内
の
研
究
環
境
の
整
備
に
特
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
環
境
を
学

外
の
研
究
者
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
に
提
供
し
て
一
緒
に
取
り
組
む
こ

と
は
社
会
貢
献
に
も
な
り
ま
す
し
、

新
し
い
知
的
財
産
の
創
生
に
も
繋
が

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
池　

今
や
研
究
開
発
は
世
界
規
模

で
の
競
争
に
発
展
し
て
い
ま
す
。
健

康
で
あ
り
長
生
き
す
る
こ
と
は
人
類

に
と
っ
て
最
大
の
欲
求
の
ひ
と
つ
で

す
。
疾
病
を
抱
え
て
い
る
方
だ
け
で

な
く
、
誰
も
が
豊
か
な
生
活
を
送
れ

る
よ
う
に
、
一
緒
に
進
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の

活
用
に
向
け
て

吉
澤　

本
学
は
、
医
療
デ
ー
タ
の
利

活
用
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
２
０
１
８
年
に
設
置
し

た
統
合
情
報
機
構
で
は
、
Ｉ
Ｔ
専
門

人
材
の
採
用
や
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
整
備

な
ど
を
進
め
て
き
ま
し
た
。Ｉ
ｏ
Ｔ
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
な
ど

を
活
用
し
た
先
制
医
療
を
先
導
す
る

人
材
育
成
を
目
的
と
し
た
大
学
院
改

組
を
行
い
、
新
た
に
先
制
医
歯
理
工

学
コ
ー
ス
と
先
制
医
療
学
コ
ー
ス
も

開
設
し
て
い
ま
す
。２
０
２
０
年
度
に

は
Ｍ
Ｄ
デ
ー
タ
科
学
セ
ン
タ
ー（
仮

称
）を
立
ち
上
げ
、
将
来
は
メ
デ
ィ
カ

ル
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部（
仮
称
）

の
設
置
を
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

小
池　

東
京
都
が
進
め
る
将
来
の
超

東京都

東京医科歯科大学

特別対談

都と大学で東京を起点にした
健康長寿社会の実現を目指す

高
齢
社
会
に
向
け
た
様
々
な
構
想
の

中
で
も
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
取
り

組
み
は
特
に
重
要
で
す
。
そ
の
１
つ

と
な
る
の
が
医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の

活
用
で
、
都
立
病
院
や
公
社
病
院
を

は
じ
め
、
様
々
な
病
院
に
健
診
や
受

診
に
訪
れ
る
多
く
の
高
齢
者
の
情
報

も
貴
重
な
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
東
京
都
で
は

「『Society 5.0

』社
会
実
装
モ
デ
ル

の
あ
り
方
検
討
会
」で
、
ウ
ェ
ル
ネ

ス
分
野
の
施
策
展
開
の
方
向
性
を
議

論
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
都
民
の

健
康
維
持
に
寄
与
す
る
こ
と
に
と
ど

ま
ら
ず
、
経
済
の
活
性
化
に
も
繋
が

る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
貴
校
は
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
関
す
る
人
材

育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

貴
重
な
大
学
な
の
で
、
よ
り
一
層
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

吉
澤　

私
た
ち
が
構
築
し
よ
う
と
し

て
い
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
に
は
、
遺
伝

子
デ
ー
タ
の
み
な
ら
ず
、
気
候
変
動

に
よ
る
疾
病
構
造
の
変
化
、
東
京
五

輪
を
き
っ
か
け
と
し
た
感
染
症
リ
ス

ク
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
要
因
を
盛
り
込

む
予
定
で
す
。
そ
こ
に
個
人
の
生
活

ス
タ
イ
ル
を
加
え
て
Ａ
Ｉ
解
析
す
る

こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り
に
最
適
な
新

し
い
医
療
シ
ス
テ
ム
を
実
現
さ
せ
る

こ
と
が
狙
い
で
す
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
創
出
を

支
援
す
る
仕
組
み

吉
澤　

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

機
構
を
通
じ
て
産
業
界
の
様
々
な
企

業
と
共
創
し
、
製
品
や
情
報
を
生
み

出
す
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
創
出
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
生

ま
れ
た
利
益
を
基
礎
研
究
の
原
資
と

し
て
、
さ
ら
に
新
た
な
研
究
シ
ー
ズ

や
知
的
財
産
を
生
み
出
し
、
次
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
と
繋
げ
る
と
い
っ

た
好
循
環
を
作
り
出
す
こ
と
が
、

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
構
の

目
指
す
と
こ
ろ
で
す
。　
　

　

本
学
は
、文
部
科
学
省
の「
デ
ー
タ

関
連
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」事
業

に
採
択
さ
れ
、
慶
應
義
塾
大
学
や
東

京
理
科
大
学
、
東
北
大
学
、
が
ん
研

究
会
な
ど
の
研
究
機
関
、
お
よ
び
製

薬
等
の
21
企
業
と「
医
療
創
薬
デ
ー
タ

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
も
様
々
な
可
能

性
が
広
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
池　
東
京
都
で
は
、２
０
１
８
年
度

か
ら「Blockbuster T

O
K

Y
O

」と

い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
動
し
て
、医

療
技
術
開
発
や
創
薬
を
手
掛
け
た
い

と
考
え
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
や
研
究

者
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
た
め
、

柔
軟
な
発
想
で
ユ
ニ
ー
ク
な
シ
ー
ズ

を
生
み
出
す
大
学
の
役
割
が
ま
す
ま

す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
貴
校
の
研
究

東京医科歯科大学は、東京都との間に「創薬・医療系オープンイノベーションに資する大学保有機器等の
共用に関する協定」を締結した。都内で創薬・医療分野の研究開発を行うスタートアップ企業や研究者の
研究を後押しすると同時に、オープンイノベーションを通じた健康長寿社会の実現を目指す。ここでは協定
締結を機に吉澤学長と小池都知事の対談を実施。東京都が目指す未来の医療について意見交換をする貴重
な機会となった。

東京都×東京医科歯科大学
特集 1  特別対談 特集 1

東京医科歯科大学

吉澤靖之学長
Yasuyuki Yoshizawa

東京都

小池百合子知事
Yuriko Koike

2019年7月16日に協定を締結した
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東京都×東京医科歯科大学
特集 1  特別対談

成
果
を
基
に
し
て
生
ま
れ
た
有
望
な

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
参
加
し
て
い
ま

す
。
行
政
と
大
学
が
連
携
す
る
こ
と

で
、
創
薬
系
ベ
ン
チ
ャ
ー
や
起
業
を

目
指
す
研
究
者
に
対
し
て
、
運
営
や

資
金
調
達
な
ど
様
々
な
支
援
を
活
発

化
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

吉
澤　

本
学
に
は
、
医
学
部
附
属
病

院
と
関
連
病
院
を
合
わ
せ
て
1
万
床

以
上
の
ベ
ッ
ド
が
あ
り
ま
す
。
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
が
生
み
出
し
た
成
果
を

基
に
、
臨
床
試
験
な
ど
も
共
同
で
進

め
ら
れ
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
に
向
け
た

医
療
体
制
の
構
築

吉
澤　

本
学
の
医
学
部
附
属
病
院
は

東
京
オ
リ
パ
ラ
の
支
援
病
院
で
す
。

Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ー
ム
に
よ
る

視
察
で
は
と
て
も
高
い
評
価
で
し
た
。

将
来
に
向
け
て
国
際
医
療
部
と
い
う

新
し
い
部
門
を
設
置
し
て
、
多
言
語

に
対
応
で
き
る
よ
う
な
医
療
環
境
の

整
備
も
進
め
て
い
る
段
階
で
す
。

小
池　

東
京
五
輪
の
開
催
期
間
中
に

は
、
ア
ス
リ
ー
ト
、
観
客
、
応
援
団

な
ど
、
様
々
な
人
が
世
界
中
か
ら
来

日
し
ま
す
。
猛
暑
日
や
熱
帯
夜
な
ど

の
暑
さ
対
策
、急
病
人
の
搬
送
な
ど
、

課
題
は
多
数
あ
り
ま
す
。
現
在
は
、

医
師
会
を
は
じ
め
と
す
る
皆
さ
ま
に

ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
競
技
会
場

や
マ
ラ
ソ
ン
ル
ー
ト
近
隣
の
医
療
機

関
に
対
し
て
、
急
病
人
の
対
応
を
お

願
い
す
る
な
ど
具
体
的
に
動
き
出
し

て
い
ま
す
。

吉
澤　

本
学
の
医
学
部
附
属
病
院
は

Ｅ
Ｒ
が
充
実
し
て
お
り
、
救
急
患
者

さ
ん
の
受
診
が
多
く
、
す
で
に
外
国

か
ら
の
患
者
さ
ん
も
増
え
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
医
療
費
の
未
払
い
も

増
加
し
て
い
る
残
念
な
事
態
に
も

陥
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ケ
ー

ス
は
ま
す
ま
す
増
え
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
ま
す
が
、
東
京
都
と
し
て
何
か

対
策
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

小
池　

世
界
で
は
保
険
と
い
う
概
念

を
持
た
な
い
国
や
人
が
多
い
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
東
京
都

で
は
、
３
千
円
で
都
営
地
下
鉄
、
東

京
メ
ト
ロ
の
72
時
間
乗
り
放
題
チ

ケ
ッ
ト
と
都
バ
ス
一
日
乗
車
券
、

５
０
０
万
円
ま
で
の
医
療
に
対
応

し
た
旅
行
保
険
が
セ
ッ
ト
に
な
っ

た「T
O

K
Y

O
 ST

A
RT

ER K
IT

」

と
い
う
企
画
乗
車
券
の
発
売
を
始
め

ま
し
た
。
医
療
機
関
の
紹
介
や
通
訳

サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
て
、

万
一
の
と
き
に
も
安
心
で
す
。

吉
澤　

そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
企
画
で

す
ね
。
安
心
し
ま
し
た
。

小
池　

保
険
に
つ
い
て
の
知
識
が
な

く
来
日
す
る
人
も
多
い
の
で
、
し
っ

か
り
周
知
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
翻
訳
の
た
め
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
導
入
な
ど
院
内
の
体
制
を
整
え

る
た
め
の
医
療
機
関
へ
の
支
援
、
宿

泊
施
設
に
向
け
た
外
国
人
患
者
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
な
ど
、
大
会
期

間
中
の
外
国
人
対
応
に
つ
い
て
も
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
東
京
医
科
歯

科
大
学
と
も
連
携
し
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

吉
澤　

こ
ち
ら
こ
そ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
今
回
は
貴
重
な
機
会
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

東京医科歯科大学は、東京都との連携事業として
「創薬・医療研究支援」「子育て支援」「医療政策支援」を推進している。

都心の大学病院として、東京都民が健康で安心して暮らせる医療環境の構築を目指す。

    連携事業2
  【 子 育 て 支 援 】

タイプ別の情報提供で育児ストレスを軽減

　東京都との連携事業として東京医科歯科大学が実施している「けんこう子育
て・とうきょう事業」は、母親の妊娠届の情報（年齢や職業、家族構成など）を用
いて、「あなたの赤ちゃん」に合った具体的な子育てコンテンツを提供することで、
育児スキルを高め、ストレスを減らし、親子の満足感を高め、結果として虐待
を予防することを目的としている。
　この事業で東京医科歯科大学は妊娠届の情報に基づくタイプ分けのアルゴリ
ズムおよび子育てコンテンツを作成。2019年度はモデル自治体での実施準備、
コンテンツ開発を行い、来年度以降はモデル自治体の両親学級や訪問事業を通
じて母親、父親に情報提供することを予定している。
　産後うつの減少、育児が楽しいと思う割合の増加などのエビデンスを示すこ
とで、東京都の母子保健事業として全ての自治体に展開することを目指している。

    連携事業1
  【創薬・医療研究支援】

大学保有機器類の共有でベンチャー支援

　東京医科歯科大学と東京都は「創薬・医療系オープンイノベーションに資する
大学保有機器等の共有に関する協定」を締結した。東京都内で創薬・医療分野
の研究開発を計画しその事業化を目指す中小企業（今後事業所を構える計画のあ
る者を含む）等に対して、東京医科歯科大学が保有する機器等を共有することで、
創薬・医療分野のオープンイノベーションの促進に取り組む。
　共用する機器類は、透過電子顕微鏡、マイクロフォーカスＸ線ＣＴシステム
など約50種に及ぶ。この取り組みを通じて、ベンチャーや研究者等の研究シー
ズの実用化に向けた後押しをする。

    連携事業3
  【 医 療 政 策 支 援 】

地域医療政策の寄附講座を設置

　東京都には全国86の特定機能病院のうち15施設が集中し、全国から多数の患
者が流入する一方で、医療資源の乏しい島しょ部が含まれる特殊な地域課題を
抱えている。そうした現状を踏まえ、2019年度、東京都とともに地域医療政策
の寄附講座を設置した。
　この講座では、構想区域の実情に応じたデータの整理や論点の提示などを支
援する「地域医療構想アドバイザー」の役割を担う。併せて、地域医療構想や医
師の確保、外来医療の提供体制、東京都の保健医療施策の進展に向けた調査・
研究に取り組み、東京都と共同して医療提供体制のあり方を検討する。

東京都×東京医科歯科大学
都民の健康・医療を守る連携事業
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東京医科歯科大学
学長

吉澤靖之
Yasuyuki Yoshizawa

三井物産株式会社
代表取締役専務執行役員

堀 健一氏
Kenichi Hori

特別対談

総
合
商
社
と
大
学
に
よ
る

提
携
が
目
指
す
も
の

吉
澤　

今
ま
で
本
学
が
連
携
協
定
を

結
ん
で
き
た
企
業
は
、
も
の
づ
く
り

メ
ー
カ
ー
が
中
心
で
し
た
。
そ
の
よ

う
な
中
で
三
井
物
産
と
の
間
に
こ
の

よ
う
な
ご
縁
が
で
き
た
こ
と
は
大
変

喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
御
社
の
よ
う

な
総
合
商
社
が
医
療
分
野
に
携
わ
る

こ
と
は
珍
し
い
こ
と
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

堀
　
意
外
に
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
実
は
そ
う
で
も
な
い
の
で
す
。

弊
社
に
は
医
療
に
携
わ
っ
て
き
た
２

つ
の
流
れ
が
あ
り
ま
す
。
１
つ
は
、

医
薬
品
の
原
料
と
な
る
化
合
物
の
調

達
や
製
造
へ
の
投
資
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
も
う
１
つ
は
海
外
メ
ー
カ
ー

歯科×ＡＩAIを活用して歯科の新たな診断・治療支援システム確立へ

特集 2  特別対談

2019年6月、東京医科歯科大学と三井物産株式会社は「オープンイノベーション組織間協定」を締結。
AIを活用した歯科分野の診断・治療を支援するシステムの開発と社会実装を目的とした共同研究を開始した。

「大学と総合商社」「歯科とAI」という前例のない取り組みは、どのような価値を生み出すのか。
東京医科歯科大学の吉澤靖之学長と三井物産の堀健一専務が語り合った。

の
カ
テ
ー
テ
ル
を
輸
入
す
る
な
ど
医

療
機
器
関
連
を
中
心
に
事
業
を
推
進

し
て
い
た
の
で
す
。
か
つ
て
こ
れ
ら

の
部
門
は
社
内
で
も
離
れ
た
位
置
に

あ
り
ま
し
た
の
で
、２
つ
を
統
合
し
、

近
年
の
病
院
事
業
を
軸
と
し
て
す
え

て
現
在
の「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
事
業
部
」を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
健
康
分
野
は
重

要
な
分
野
と
と
ら
え
て
お
り
、
様
々

な
事
業
を
展
開
し
、
強
化
す
る
方
針

で
す
。

吉
澤　

ヘ
ル
ス
ケ
ア
事
業
部
で
は
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
で
す
か
。

堀
　
特
に
注
力
し
て
い
る
の
が
、
高

度
な
医
療
へ
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い

る
ア
ジ
ア
の
大
規
模
医
療
機
関
へ
の

投
資
で
す
。

吉
澤　

医
療
機
関
へ
の
投
資
と
い
う

の
は
資
金
的
な
も
の
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
か
。

堀
　
資
金
的
な
投
資
を
す
る
だ
け
で

な
く
、
そ
の
病
院
事
業
が
将
来
ど
う

あ
る
べ
き
か
と
い
う
議
論
を
し
て
、

そ
こ
に
到
達
す
る
た
め
に
私
た
ち
が

で
き
る
こ
と
を
推
進
す
る
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
で
す
。
例
え
ば
、
ど
ん
ど
ん

蓄
積
さ
れ
る
医
療
デ
ー
タ
や
臨
床

デ
ー
タ
を
ど
の
よ
う
に
整
理
し
て
役

立
て
ら
れ
る
か
と
い
っ
た
こ
と
も
課

題
の
１
つ
で
す
。

吉
澤　

な
る
ほ
ど
。
す
で
に
医
療
関

連
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
実
績

が
あ
る
の
で
す
ね
。
拝
見
し
た
資
料

に
よ
る
と
、
国
内
で
は
歯
科
分
野
に

特
化
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
。

堀
　
す
で
に
東
京
医
科
歯
科
大
学
が

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
私
た
ち
が

目
指
し
て
い
る
の
は
歯
科
学
と
全
身

の
医
学
と
の
包
括
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

で
す
。
さ
ら
に
、
マ
テ
リ
ア
ル
・
サ

イ
エ
ン
ス
の
方
面
か
ら
歯
科
治
療
に

役
立
て
ら
れ
る
こ
と
を
考
え
た
い
と

い
う
発
想
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
か

ら
口
腔
内
の
様
々
な
デ
ー
タ
と
最
先

端
の
材
料
や
道
具
、
そ
し
て
Ａ
Ｉ
を

組
み
合
わ
せ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
大

変
重
要
な
テ
ー
マ
が
あ
る
と
気
づ
い

た
の
で
す
。そ
う
し
た
背
景
が
あ
り
、

今
回
の
貴 

校
と
の
提
携
に
繋
が
っ
て

い
き
ま
し
た
。

吉
澤　

本
学
で
は
以
前
か
ら
企
業
と

A I を 活 用 し て 歯 科 の 新 た な
診 断・ 治 療 支 援 シ ス テ ム 確 立 へ

特集 2

2019年7月にリニューアルした歯学部附属病院
先端歯科診療センター
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は
咀
嚼
機
能
の
不
具
合
を
見
る「
生

活
習
慣
の
チ
ェ
ッ
ク
」が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
様
々

な
全
身
疾
患
と
口
腔
内
環
境
の
関
連

が
明
ら
か
に
な
る
な
ど
、
口
腔
科
学

と
し
て
歯
科
の
領
域
が
広
が
っ
て
い

る
こ
と
は
、
医
科
の
側
で
も
実
感
し

て
い
る
こ
と
で
す
。

堀
　
歯
科
と
い
う
の
は
例
え
ば
、
歯

磨
き
な
ど
日
々
の
習
慣
が
と
て
も
大

切
で
す
。
患
者
本
人
が
き
ち
ん
と
手

入
れ
を
し
て
い
る
ほ
ど
予
防
効
果
が

高
い
の
で
、
デ
ー
タ
を
使
っ
て
し
っ

か
り
と
根
拠
を
示
し
て
人
々
の
意
識

を
変
え
る
こ
と
に
繋
が
れ
ば
、
診
断

技
術
の
新
し
い
開
発
に
も
大
き
な
価

値
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
や
は

り
目
標
と
す
べ
き
は
予
防
と
診
断
の

高
度
化
で
す
。

　

現
在
、
歯
科
医
療
従
事
者
の
方
々

が
日
々
真
摯
に
患
者
に
向
き
合
う
こ

と
で
、
相
当
規
模
の
診
療
技
術
・
ノ

ウ
ハ
ウ
を
積
み
上
げ
て
い
る
状
況
で

す
。
弊
社
は
デ
ジ
タ
ル
関
連
の
新
技

術
や
、
各
産
業
界
で
の
経
験
の
横
展

開
な
ど
総
合
力
を
発
揮
し
、
グ
ロ
ー

バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
、

よ
り
適
切
に
、
よ
り
効
率
的
な
診
療

を
支
援
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
事
業
を
通
じ
て
人
々
の
Ｑ

Ｏ
Ｌ（
生
活
の
質
）向
上
、
健
康
寿
命

の
延
伸
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

吉
澤　
そ
こ
か
ら「
世
界
へ
」と
い
う

展
開
も
見
え
て
き
ま
す
。
本
学
の
歯

学
部
は
ア
ジ
ア
の
国
々
と
の
交
流
が

盛
ん
で
す
し
、
口
腔
内
は
体
の
中
で

も
肉
眼
で
見
え
て
ア
プ
ロ
ー
チ
し
や

す
い
臓
器
で
す
か
ら
、
ま
ず
は
歯
科

か
ら
始
め
る
の
は
と
て
も
良
い
戦
略

だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
在
は
歯
科
医
師
に
よ

る
視
診
や
Ｘ
線
画
像
な
ど
の
2
次
元

画
像
デ
ー
タ
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
に

よ
る
診
断
が
一
般
的
で
す
。
こ
れ
ら

の
画
像
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
デ
ジ
タ
ル

技
術
に
よ
る
義
歯
づ
く
り
を
進
め
、

さ
ら
に
Ａ
Ｉ
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
い
ろ
い
ろ
と
高
度
化
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
は
ず
で
す
。

　

Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
は
医
学
領
域
を
中

心
に
放
射
線
診
断
や
病
理
診
断
で
は

連
携
協
定
を
結
ん
で
き
た
経
緯
が
あ

り
、
文
部
科
学
省
の
採
択
を
受
け
て

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
構
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
創
出
す
る
た
め
に
は
、
単
な
る

共
同
研
究
に
と
ど
ま
ら
ず
、
医
療
分

野
に
新
規
参
入
す
る
企
業
を
対
象
と

し
て
、
大
学
院
特
別
聴
講
制
度
や
、

特
別
研
究
生
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。
特
別
研
究
生
制
度
は
、
企
業
の

方
が
本
学
の
研
究
室
に
一
定
期
間
留

学
し
ま
す
。
所
属
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス

に
関
連
す
る
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
し

て
一
緒
に
医
学
研
究
を
進
め
な
が

ら
、
臨
床
現
場
、
手
術
現
場
で
の
見

識
を
深
め
て
も
ら
う
制
度
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
人
材
育
成
は
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
向
け
た
大
学
の

大
き
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
考
え
て
い
ま

す
。
と
は
い
え
、
御
社
と
の
連
携
の

話
が
持
ち
上
が
っ
た
と
き
は
少
し
驚

き
ま
し
た
が
、
今
お
話
し
さ
れ
た
経

緯
を
伺
う
と
実
は
親
和
性
が
高
か
っ

た
の
だ
と
改
め
て
理
解
し
ま
し
た
。

堀
　
今
回
の
連
携
で
は
今
、
お
互
い

に
方
向
性
を
確
認
し
て
い
る
段
階
だ

と
い
え
ま
す
。こ
こ
ま
で
に
至
る
き
っ

か
け
は
、
数
年
前
、
弊
社
の
担
当
者

が
参
加
し
た
日
本
デ
ジ
タ
ル
歯
科
学

会
で
講
演
し
て
い
た
水
口
俊
介
教
授

と
お
会
い
し
た
際
に
、
水
口
教
授
か

ら
金
澤
学
助
教
を
ご
紹
介
い
た
だ
い

た
の
が
最
初
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、歯
学
部
附
属
病
院
の
若

林
則
幸
病
院
長
と
弊
社
の
加
藤
本
部

長
に
よ
る
面
談
で「
歯
科
×
Ａ
Ｉ
」の

協
議
が
具
体
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

吉
澤　

連
携
の
き
っ
か
け
は
個
人
と

個
人
が
起
点
に
な
り
ま
す
が
、
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
枠
組
み
で

あ
れ
ば
組
織
と
組
織
で
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
加
え
て
、
御
社
が

以
前
か
ら
歯
科
分
野
に
関
心
を
抱
い

て
い
た
こ
と
で
早
期
に
提
携
が
実
現

し
た
の
で
し
ょ
う
。

Ａ
Ｉ
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
で

歯
科
医
療
を
高
度
化
す
る

吉
澤　

こ
れ
か
ら
の
歯
科
の
教
育
に

は
、
デ
ジ
タ
ル
を
取
り
入
れ
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
高
齢
化
が
進
む
状
況

で
は
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
、
歯
科
に

「
よ
り
高
度
な
医
療
を
実
現
す
る
に
は

Ａ
Ｉ
を
高
度
化
す
る
た
め
の
教
員
側
の
質
が

問
わ
れ
ま
す
」

「
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
、

よ
り
適
切
に
、
よ
り
効
率
的
な
診
療
を
支
援
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」

歯科×ＡＩAIを活用して歯科の新たな診断・治療支援システム確立へ
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か
な
り
高
い
レ
ベ
ル
で
診
断
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
よ
り
高
度
な

医
療
を
実
現
す
る
に
は
Ａ
Ｉ
を
高
度

化
す
る
た
め
の
教
員
側
の
質
が
問
わ

れ
ま
す
。
教
員
の
能
力
次
第
で
は
、

Ａ
Ｉ
が
教
員
よ
り
も
賢
く
な
る
こ
と

も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

堀
　
そ
の
点
、
東
京
医
科
歯
科
大
学

に
は
膨
大
か
つ
良
質
な
医
療
デ
ー
タ

の
蓄
積
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
し
て
、
分
析
で
き

る
状
態
に
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

大
き
く
前
進
す
る
と
思
い
ま
す
。

吉
澤　

さ
ら
に
素
晴
ら
し
い
診
断
体

系
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。本
学
に
は
、

患
者
さ
ん
の
組
織
や
血
液
な
ど
を
保

管
し
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
た
疾
患

バ
イ
オ
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
と
い
う

組
織
が
あ
り
ま
す
。
2
0
1
7
年
に

立
ち
上
げ
た
長
寿
・
健
康
人
生
推
進

セ
ン
タ
ー
で
は
、
遺
伝
子
の
バ
ッ
ク

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
基
づ
い
た
予
防
生
活

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

堀
　
医
療
デ
ー
タ
を
扱
う
上
で
は
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
が
重
要
に
な
り
ま
す
が
、

東
京
医
科
歯
科
大
学
の
よ
う
に
き
ち

ん
と
し
た
体
制
が
整
っ
て
い
れ
ば
、

患
者
さ
ん
も
安
心
し
て
デ
ー
タ
を
預

け
ら
れ
ま
す
ね
。

吉
澤　

実
は
、
来
年
４
月
に
Ｍ
Ｄ

デ
ー
タ
科
学
セ
ン
タ
ー
と
い
う
新
組

織
を
設
置
す
る
計
画
が
あ
り
ま
す
。

Ｍ
Ｄ
デ
ー
タ
科
学
セ
ン
タ
ー
に
は
法

律
や
社
会
科
学
系
の
専
門
家
に
も
加

わ
っ
て
も
ら
う
予
定
で
、
将
来
的
に

は
メ
デ
ィ
カ
ル
デ
ー
タ
関
連
の
学
部

を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
学
に
は
そ
の
基
盤
と
も
言
え
る

統
合
情
報
機
構
が
あ
り
、
昨
年
に
は

先
制
医
歯
理
工
学
コ
ー
ス
、
先
制
医

療
学
コ
ー
ス
を
新
設
し
、
大
学
院
改

組
を
行
い
ま
し
た
。
最
近
で
は
21
社

の
企
業
と
本
学
を
含
む
い
く
つ
か
の

大
学
と
医
療
・
創
薬
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
立
ち
上
げ

た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
よ
う
に
近
年

デ
ー
タ
関
連
の
取
り
組
み
に
は
と
て

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
回

の
御
社
と
の
お
話
も
大
変
あ
り
が
た

く
、
私
が
目
指
す
将
来
の「
イ
ン
テ

リ
ジ
ェ
ン
ト
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
」へ
の

さ
ら
な
る
一
歩
に
な
る
と
期
待
し
て

い
る
の
で
す
。

互
い
の
理
念
を
尊
重
し

よ
り
良
い
未
来
を
創
生

堀
　
弊
社
は
自
ら
研
究
開
発
を
す
る

機
能
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
リ
ソ
ー

ス
も
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
多
方
面
と

議
論
を
重
ね
な
が
ら
提
携
先
を
選

び
、
提
供
で
き
る
も
の
を
揃
え
て
体

制
を
構
築
す
る
オ
ー
プ
ン
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
型
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て

い
ま
す
。弊
社
の
多
種
多
様
な
社
員
、

ま
た
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
に
あ
る
医

療
や
Ａ
Ｉ
関
連
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
関

連
の
提
携
企
業
と
い
っ
た
中
か
ら
適

　

そ
も
そ
も
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
機
構
は
、
基
礎
研
究
か
ら
人
材
育

成
、
知
的
財
産
に
な
る
可
能
性
の
あ

る
研
究
ま
で
、
産
学
連
携
の
様
々
な

ス
テ
ッ
プ
を
組
織
対
組
織
の
体
制
で

推
進
す
る
た
め
の
組
織
で
す
。
そ
れ

ら
が
産
学
両
方
の
メ
リ
ッ
ト
を
も
た

ら
し
、
な
お
か
つ
、
そ
の
よ
う
な
体

制
で
生
ま
れ
た
製
品
が
人
々
の
健
康

医
療
に
役
立
ち
、
利
益
が
出
れ
ば
そ

れ
が
基
礎
研
究
の
原
資
と
な
り
ま

す
。
こ
う
い
う
循
環
が
大
学
と
し
て

は
理
想
で
す
。

堀
　
そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
好
循
環
で

す
ね
。
そ
の
循
環
に
お
け
る
総
合
商

社
の
役
割
は
何
か
と
考
え
て
み
た
と

こ
ろ
、
ま
ず
は
テ
ー
マ
選
び
の
部
分

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
展
開

が
早
そ
う
な
ジ
ャ
ン
ル
を
い
ち
早
く

候
補
に
し
た
り
、
知
的
財
産
と
し
て

の
価
値
を
見
出
し
た
り
す
る
な
ど
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
芽
を
見
極
め
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
が
軌
道
に
乗
る
確
率
と

確
度
が
、
少
し
で
も
上
が
る
よ
う
に

進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

吉
澤　

御
社
の
基
本
理
念
を
拝
見
し

た
と
こ
ろ
、
三
井
物
産
と
東
京
医
科

歯
科
大
学
に
は
い
く
つ
も
の
共
通
点

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
例

え
ば
、「
大
切
な
地
球
と
、
そ
こ
に

住
む
人
び
と
の
夢
溢
れ
る
未
来
作
り

に
貢
献
し
ま
す
」と
い
う
部
分
は
、

本
学
の
基
本
理
念
で
あ
る「
知
と
癒

し
の
匠
を
創
造
し
、
人
々
の
幸
福
に

貢
献
す
る
」と
い
う
言
葉
に
大
変
近

い
も
の
を
感
じ
ま
す
ね
。

堀
　
私
も
東
京
医
科
歯
科
大
学
の
基

本
理
念
に
あ
っ
た「
匠
」と
い
う
言

葉
に
、
大
変
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

「
匠
」と
い
う
言
葉
に
は「
人
で
な
い

と
で
き
な
い
こ
と
に
挑
む
」と
い
う

矜
持
を
感
じ
ま
す
。
今
回
の
取
り
組

み
は
ま
さ
に
弊
社
の
基
本
理
念
に
合

致
す
る
も
の
で
、
よ
り
高
い
目
線
で

社
会
に
貢
献
す
る
事
業
を
創
出
で
き

れ
ば
と
望
ん
で
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

吉
澤　

こ
ち
ら
こ
そ
今
後
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「 産 学 両 方 の メ リ ッ ト を も た ら し、
なおかつ、そのような体制で生まれ
た製品が人々の健康医療に役立ち、
利 益 が 出 れ ば、 そ れ が 基 礎 研 究 の
原資となります」（吉澤）

「 展開が早そうなジャンルをいち早く
候補にしたり、知的財産としての価
値を見出したりするなど、ビジネス
の芽を見極めることができればと考
えています」（堀）

材
適
所
で
ベ
ス
ト
チ
ー
ム
を
作
っ
て

い
き
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
形
で
お

役
に
立
て
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

吉
澤　

本
学
の
よ
う
な
小
さ
な
組
織

は
、
サ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
チ
ー
ム

を
作
っ
て
、
お
互
い
に
協
力
し
な
が

ら
取
り
組
め
る
と
い
う
強
み
が
あ
り

ま
す
。
本
学
の
医
学
部
附
属
病
院
は

そ
れ
ほ
ど
大
き
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

連
携
病
院
を
含
め
れ
ば
か
な
り
の

デ
ー
タ
量
に
な
り
ま
す
し
、
歯
学
部

附
属
病
院
も
合
わ
せ
た
莫
大
な
量
の

医
療
デ
ー
タ
を
ど
う
ま
と
め
て
い
く

か
が
今
後
の
課
題
で
す
。

歯科×ＡＩAIを活用して歯科の新たな診断・治療支援システム確立へ
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 特集 3

「CEATEC視察」実習
 来るべき超スマート社会に挑む！

内
で
は
触
れ
る
機
会
が
少
な
い
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
直
接
触
れ
る
こ

と
が
で
き
る
点
が
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

―
―
授
業
は
ど
ん
な
形
で
進
め
た
の
で

す
か
。

長
堀　
「
単
に
会
場
を
見
学
す
る
」の
で

は
な
く
、
学
生
自
身
に
課
題
を
持
っ
て

見
学
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
10
月
上
旬
に
、
学
生
が
感
じ
て

い
る
課
題
を
抽
出
し
た「
バ
グ
リ
ス

ト
」を
作
成
。
５
～
６
人
を
１
チ
ー
ム

と
し
て
、
そ
の
内
容
を
議
論
し
て
テ
ー

マ
を
絞
り
込
み
ま
し
た
。
社
会
的
な
問

題
や
医
学
的
な
問
題
に
限
定
せ
ず
、
日

常
的
な
課
題
に
ま
で
対
象
を
広
げ
ま
し

た
。CEA

T
EC JA

PA
N

 2018

の
会

場
で
は
、
学
生
が
そ
の
課
題
を
解
決
で

き
そ
う
な
技
術
や
製
品
を
見
つ
け
た

り
、
ブ
ー
ス
の
説
明
員
に
ヒ
ン
ト
を
も

ら
っ
た
り
し
て
、
様
々
な
方
法
で
ア
プ

ロ
ー
チ
し
ま
し
た
。

田
中　

積
極
的
に
話
を
聞
い
て
い
た
学

生
が
い
る
一
方
で
、
自
分
の
得
意
領
域

で
は
な
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
展
示
に
物

怖
じ
し
て
し
ま
う
例
も
あ
り
ま
し
た
。

医
師
に
と
っ
て
、
患
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

「CEATEC視察」実習
来るべき超スマート社会に挑む！

―
―CEATEC

見
学
後
に
は
ど
ん
な

取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
か
。

長
堀
　
学
生
た
ち
は
、
見
学
後
、
約
２

週
間
を
か
け
て
ア
イ
デ
ア
を
ま
と
め
、

発
表
に
向
け
て
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
や
、
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
資
料
、
ビ
デ
オ
の
制

作
を
行
い
ま
し
た
。「
そ
の
日
の
天
候

な
ど
に
あ
わ
せ
て
Ａ
Ｉ
が
洋
服
を
選

び
、
さ
ら
に
汚
れ
た
洋
服
は
自
働
的
に

洗
濯
を
行
い
、
再
び
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
に

戻
し
て
く
れ
る
サ
ー
ビ
ス
」「
部
屋
の
中

で
呼
び
か
け
れ
ば
、
外
出
に
必
要
な
も

の
が
自
ら
玄
関
ま
で
や
っ
て
き
て
忘
れ

物
が
な
く
な
る
」と
い
う
仕
組
み
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。

田
中　

実
習
後
、
学
生
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
が
、「
来
年
も

継
続
し
て
実
施
し
た
方
が
い
い
」と
い

う
回
答
が
約
６
割
、「C

EA
T

EC

会
場

を
訪
れ
た
こ
と
で
ア
イ
デ
ア
の
イ
ン
ス

ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
得
ら
れ
た
」と
い
う

回
答
者
も
９
割
に
達
す
る
な
ど
、
と
て

も
大
き
な
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

―
―CEATEC 2019

で
も
、「
医
学
導

入
」の
実
習
と
し
て
、
学
生
に
よ
る
会

場
見
学
を
行
う
予
定
で
す
か
。

昨年秋に開催された「CEATEC JAPAN 2018」。国内外から最新のテクノロジーが集結する本展示
会に、東京医科歯科大学の医学科1年生103人が教育活動の一環として会場を訪れ、「デザイン思考」
を活用した授業を実践した。実施目的や教育としての成果について、田中雄二郎理事（医療担当）兼
副学長と、長堀正和准教授に話を聞いた。

―
―
２
０
１
８
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た

CEATEC JAPAN 2018

に
、
東
京
医

科
歯
科
大
学
の
学
生
が
見
学
に
訪
れ
、

そ
こ
で
授
業
を
行
っ
た
こ
と
が
話
題
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
狙
い
は
何
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

田
中　

医
療
分
野
に
は
最
新
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
が
次
々
と
導
入
さ
れ
、
医
療
機
器

だ
け
で
な
く
、
医
療
そ
の
も
の
も
変
わ

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ど
う

し
た
ら
学
生
た
ち
が
、
最
新
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
に
興
味
を
持
っ
た
り
、
社
会
の
変

化
に
触
れ
た
り
で
き
る
か
と
い
う
こ
と

を
考
え
ま
し
た
。

―
―
具
体
的
に
は
、
ど
の
授
業
に

CEATEC

の
見
学
を
組
み
入
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

田
中　

私
は
、
９
年
間
に
わ
た
っ
て
医

学
科
の
教
育
委
員
長
を
務
め
て
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
１
年
生
に
対
し
て
、

医
師
に
な
る
た
め
の
意
識
づ
け
を
行
う

「
医
学
導
入
」と
い
う
科
目
を
設
定
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
講
義
だ
け
で
な
く
、

学
生
た
ち
が
実
際
の
最
新
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
に
直
接
触
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
こ
と
も
感
じ
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
、

CEA
T

EC

を
活
用
す
る
こ
と
を
思
い

つ
い
た
の
で
す
。
東
京
医
科
歯
科
大
学

で
は
、
デ
ザ
イ
ン
思
考（
※
）
を
活
用
し

た
教
育
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
れ
を

担
当
し
て
い
た
長
堀
正
和
准
教
授
に
相

談
し
、CEA

T
EC

の
見
学
を
授
業
に

取
り
込
む
具
体
的
な
計
画
を
進
め
て
も

ら
い
ま
し
た
。

長
堀　

東
京
医
科
歯
科
大
学
で
は
、

２
０
１
７
年
度
ま
で
、
文
部
科
学
省
研

究
拠
点
形
成
費
等
補
助
金
事
業
の
未
来

医
療
研
究
人
材
養
成
拠
点
形
成
事
業
と

し
て
、「
Ｉ
Ｑ
・Ｅ
Ｑ
両
者
強
化
に
よ
る

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
育
成
」に
取
り
組
ん
で

き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
功
さ
せ
る

に
は
、人
、ビ
ジ
ネ
ス
、テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
３
つ
の
要
素
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。CEA

T
EC

は
、
学

田
中
　
実
施
す
る
予
定
で
す
。
最
新
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
社
会
に
実
装
さ
れ

る
ま
で
に
７
年
か
か
る
と
い
わ
れ
ま
す

が
、
６
年
間
の
修
業
年
限
と
な
る
医
学

科
の
場
合
、
今
の
１
年
生
が
卒
業
す
る

時
点
に
は
、
ち
ょ
う
ど
、
そ
れ
ら
の
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
社
会
実
装
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
学
生
た
ち
に
は
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
進
ん
で
い
る
こ
と

を
知
っ
て
も
ら
い
、
常
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

長
堀
　
学
生
に
は
、
ア
イ
デ
ア
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、
幅
広
い
知
識
や
情
報
が

な
い
た
め
、
そ
ん
な
こ
と
は
で
き
な
い

と
思
い
込
ん
で
し
ま
う
傾
向
が
あ
り
ま

す
。CEA

T
EC

を
通
じ
て
、
限
界
が

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

次
に
進
む
た
め
の
き
っ
か
け
づ
く
り
に

も
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

田中雄二郎
理事（医療担当）兼副学長

長堀正和
准教授

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
最
も
重
要
な
ス
キ
ル

の
１
つ
で
す
。

長
堀
　
見
学
後
は
、
午
後
３
時
か
ら
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
ア
イ
デ
ア

出
し
な
ど
を
行
い
、
そ
の
後
、
シ
ャ
ー

プ
や
三
井
住
友
銀
行
、
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
い
っ
た
出
展
企
業
の
担
当
者

が
、
メ
ン
タ
ー
と
し
て
、
学
生
た
ち
を

支
援
し
た
り
、
情
報
を
提
供
し
た
り
し

て
く
れ
ま
し
た
。

※ 部分最適解を積み上げるのではなく、全体最適解をまず考える思考法。見えないものを形にするという意味で「デザイン」という言葉が使われている。

特集 3
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Ｎ
Ａ
は「
生
命
の
設
計
図
」と

呼
ば
れ
て
い
る
。
一
方
、
遺

伝
情
報
の
コ
ピ
ー
を
取
り（
転
写
）、

不
要
な
部
分
を
切
り
取
っ
て
運
搬
す

る
な
ど
、
タ
ン
パ
ク
質
合
成
の
重
要

な
プ
ロ
セ
ス
は
Ｒ
Ｎ
Ａ
が
担
う
。

　

た
だ
し
、
Ｒ
Ｎ
Ａ
の
多
く
は「
ノ

ン
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
」と
呼
ば
れ
、
タ

ン
パ
ク
質
情
報
を
持
た
な
い
。
中
で

も
、
20
個
程
度
と
い
う
極
め
て
少
な

い
塩
基
か
ら
な
る
マ
イ
ク
ロ
Ｒ
Ｎ
Ａ

は
、
一
時
的
な
役
割
を
終
え
れ
ば
必

要
の
な
く
な
る
タ
ン
パ
ク
質
合
成
時

の
中
間
産
物
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
ら

れ
て
い
た
。

　

マ
イ
ク
ロ
Ｒ
Ｎ
Ａ
に
対
す
る
見
方

が
変
わ
る
の
は
、
２
０
０
０
年
代
に

入
っ
て
か
ら
。
線
虫
や
ヒ
ト
検
体
を

使
っ
た
研
究
で
は
、
マ
イ
ク
ロ
Ｒ
Ｎ

Ａ
と
が
ん
や
慢
性
炎
症
の
発
症
に
関

わ
り
が
あ
る
こ
と
が
次
々
と
判
明
。

そ
の
後
、
炎
症
、
細
胞
分
化
、
細
胞

増
殖
、
腫
瘍
形
成
な
ど
の
生
物
学
的

プ
ロ
セ
ス
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す

存
在
と
し
て
、
世
界
中
で
盛
ん
に
研

究
さ
れ
て
い
る
。

m
iR-146a

な
ら
び
に

m
iR-146b

欠
損
マ
ウ
ス
を
作
製

　
「
２
０
０
０
年
以
前
の
研
究
で
は
、

マ
イ
ク
ロ
Ｒ
Ｎ
Ａ
と
い
う
く
ら
い
だ

か
ら
、
タ
ン
パ
ク
質
の
働
き
を
助
け

る
程
度
で
、
機
能
も“
マ
イ
ク
ロ
”な

の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
近
年
の
研
究
に
よ
り
マ

イ
ク
ロ
Ｒ
Ｎ
Ａ
は
１
つ
で
多
く
の
遺

伝
子
の
働
き
を
制
御
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
の
で
す
。
し
か
も
、
オ

ン
オ
フ
を
切
り
替
え
る
の
で
は
な
く
、

ボ
リ
ュ
ー
ム
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
の
よ
う

に
微
妙
な
調
節
が
可
能
で
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
、シ
ス
テ
ム
発
生
・

再
生
医
学
分
野
の
淺
原
弘
嗣
教
授
。

淺
原
教
授
ら
は
、
リ
ウ
マ
チ
研
究
を

行
う
中
で
新
た
な
治
療
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
て
の
マ
イ
ク
ロ
Ｒ
Ｎ
Ａ
の
可
能
性

を
探
索
。m

iR
-146a

と
い
う
マ
イ

ク
ロ
Ｒ
Ｎ
Ａ
が
慢
性
炎
症
を
伴
う
自

己
免
疫
疾
患
に
お
い
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
世
界
で
初

次
にm

iR
-146a

と
似
た
塩
基
配
列

を
持
つ“
兄
弟
マ
イ
ク
ロ
Ｒ
Ｎ
Ａ
”で

あ
るm
iR

-146b

の
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト

マ
ウ
ス
を
作
製
。
研
究
メ
ン
バ
ー
で

呼
吸
器
内
科
の
三
ツ
村
隆
弘
特
任
助

教
は
、m

iR
-146a

とm
iR

-146b

そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
と
機
能
的
な
違
い
を

明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
き
た
。

　

そ
の
結
果
、
両
方
の
マ
ウ
ス
と
も

10
～
23
カ
月
齢
と
い
う
高
齢
に
な
る

と
Ｂ
細
胞
リ
ン
パ
腫
を
発
症
し
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
悪
性
度
や
悪
性
細

胞
の
広
が
り
方
に
違
い
が
あ
る
こ
と

を
見
い
出
し
た
。
三
ツ
村
特
任
助
教

は
語
る
。

　
「m

iR
-146a

はN
F

-κ
B

の
活
性

を
抑
制
す
る
こ
と
で
悪
性
腫
瘍
の
発

症
を
抑
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
し
た
が
、
弟
的
存
在
のm

iR
-

146b

ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
マ
ウ
ス
に
お
け

る
悪
性
腫
瘍
発
症
の
報
告
は
な
く
、

そ
の
役
割
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
今
回
私
た
ち
が
行
っ

た
研
究
に
よ
り
、m

iR
-146b

の
欠

損
だ
け
で
も
造
血
器
腫
瘍
を
形
成
す

る
こ
と
を
証
明
し
た
の
で
す
」

核
酸
治
療
に
向
け
て

第
一
歩
を
踏
み
出
す

　

マ
イ
ク
ロ
Ｒ
Ｎ
Ａ
は
そ
の
小
さ
さ

と
作
用
の
複
雑
さ
故
に
扱
い
が
難
し

い
と
さ
れ
る
が
、
淺
原
教
授
ら
は
１

つ
の
マ
イ
ク
ロ
Ｒ
Ｎ
Ａ
が
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
す
る
複
数
の
遺
伝
子
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
細
胞
レ
ベ
ル
で
見
る
こ
と

が
で
き
る
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
世
界
で

初
め
て
構
築
し
た
。
未
知
の
領
域
が

多
い
マ
イ
ク
ロ
Ｒ
Ｎ
Ａ
だ
が
、
こ
の

よ
う
な
研
究
ツ
ー
ル
の
発
展
を
き
っ

か
け
に
、
大
き
く
飛
躍
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

　

淺
原
教
授
が
そ
の
先
に
見
据
え
て

い
る
の
は
、
遺
伝
子
を
介
さ
ず
に
生

体
に
働
き
か
け
る
核
酸
治
療
。
す
で

に
そ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
る
。

　
「
核
酸
医
学
に
お
い
て
、
遺
伝
子

編
集
技
術
や
マ
イ
ク
ロ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
と
い
っ
た
本
学
の
強
み
を

生
か
し
て
、
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

miR-146b欠損で造血器腫瘍を発症
マイクロRNAが関わる病態解明に貢献

大学院医歯学総合研究科  システム発生・再生医学分野   淺原弘嗣教授
医学部附属病院  呼吸器内科   三ツ村隆弘特任助教

R e s e a r c h  W o r k e r  Number 31

 医 療 研 究 ★ 最 前 線

未 来 医 療 を 拓 く
あさはら・ひろし 

1992年岡山大学医学部医学科卒業。
1997年同大学院医学研究科修了（医
学博士）。同大学整形外科、聖マリ
アンナ医科大学難病治療研究セン
ター、ハーバード大学医学部、ソー
ク研究所、国立成育医療センターな
どを経て、2011年より現職。

みつむら・たかひろ 
群馬大学医学部医学科卒業。2014
年より東京医科歯科大学大学院医歯
学総合研究科医歯学系専攻器官シス
テム制御学講座統合呼吸器病学大学
院生。2019年より現職。

ヒト型量産双腕ロボットシステムを用いた次世代医学研究も行っている。

め
て
発
見
し
た
グ
ル
ー
プ
の
１
つ
だ
。

　

淺
原
教
授
は
、
世
界
で
も
い
ち

早
く
遺
伝
子
編
集
技
術
に
よ
る
マ
イ

ク
ロ
Ｒ
Ｎ
Ａ
の
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
マ
ウ

ス
作
製
に
成
功
し
て
い
る
。m

iR
-

146a

の
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
マ
ウ
ス
の
研
究

で
は
、
多
臓
器
炎
症
な
ど
の
自
己
免

疫
疾
患
を
き
た
し
、
高
齢
に
な
る
と

リ
ン
パ
球
や
骨
髄
で
造
血
器
悪
性
腫

瘍
を
発
症
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

m
iR

-146b

欠
損
で
も

腫
瘍
形
成
す
る
こ
と
を
証
明

　

淺
原
教
授
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、

D

miR-146aおよびmiR-146bノックアウトマウスで発症した
B細胞リンパ腫

miR-146aノックアウトマウスにみられたリンパ腫

miR-146bノックアウトマウスにみられたリンパ腫

HE CD20 Ki67

HE CD20 Ki67
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は
、
破
骨
細
胞
に
よ
っ
て
少

し
ず
つ
溶
け
る
骨
吸
収
と
、

骨
芽
細
胞
に
よ
っ
て
新
し
く
作
ら
れ

る
骨
形
成
を
繰
り
返
し
、
常
に
新
し

く
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
過

程
は
骨
リ
モ
デ
リ
ン
グ
と
呼
ば
れ
て

い
る
。

　

そ
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
骨
吸
収

の
ス
ピ
ー
ド
に
骨
形
成
が
追
い
つ
か

な
く
な
り
、
骨
密
度
が
低
下
し
た
状

態
が
骨
粗
鬆
症
だ
。
骨
粗
鬆
症
に

な
っ
て
骨
の
強
度
が
低
下
し
、
大
腿

骨
頸
部
や
椎
骨
を
骨
折
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
寝
た
き
り
に
な
る
高
齢

者
も
少
な
く
な
い
。
そ
こ
か
ら
認
知

機
能
や
Ｑ
Ｏ
Ｌ（
生
活
の
質
）の
低
下

を
招
く
こ
と
に
も
な
る
。

　

骨
粗
鬆
症
は
特
に
女
性
に
多
く
、

閉
経
に
よ
り
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
一
種

で
あ
る
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
分
泌
が
低

下
す
る
と
、
骨
密
度
が
急
激
に
下
が

る
。
そ
れ
は
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
が
骨
吸

収
の
働
き
を
抑
制
す
る
一
方
で
骨
芽

細
胞
を
活
性
化
す
る
か
ら
な
の
だ
が
、

そ
の
具
体
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い

て
は
不
明
な
ま
ま
だ
っ
た
。

骨
形
成
を
促
すSem

a3A

と

エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
関
係

　

こ
の
仕
組
み
を
解
明
し
た
の
が
、

大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科
の
中
島

友
紀
教
授
。
最
初
の
転
機
と
な
っ
た

の
は
、
破
骨
細
胞
を
抑
制
し
て
骨
芽

細
胞
を
活
性
化
す
るSem

a3A

（
セ

マ
フ
ォ
リ
ン
・
ス
リ
ー
エ
ー
）と
い

う
可
溶
性
の
タ
ン
パ
ク
質
の
発
見

だ
っ
た
。
中
島
教
授
は
次
の
よ
う
に

語
る
。

　
「
２
０
１
２
年
のSem

a3A

の
発

見
以
降
、
世
界
中
が
そ
の
制
御
機
構

を
解
き
明
か
そ
う
と
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
７
年
経
っ
て
、
私
た
ち
は

Sem
a3A

が
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
に
よ

り
制
御
さ
れ
て
い
る
仕
組
み
を
明
ら

か
に
し
た
の
で
す
。
そ
の
作
用
は
ヒ

ト
で
も
同
様
で
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
が

低
下
し
た
閉
経
後
女
性
は

Sem
a3A

の
血
中
量
が
閉
経
前
女

性
に
比
べ
て
有
意
に
低
い
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
」

加
齢
に
よ
っ
て
も

Sem
a3A

が
低
下
す
る

　

さ
ら
に
、Sem

a3A

は
エ
ス
ト

ロ
ゲ
ン
だ
け
で
な
く
、
加
齢
に
よ
っ

て
も
低
下
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

骨
芽
細
胞
と
骨
細
胞
と
い
う
２
種
類

の
細
胞
で
そ
れ
ぞ
れ
特
異
的
に
現
れ

るSem
a3A

が
欠
損
し
た
高
齢
マ

ウ
ス
の
骨
を
解
析
し
た
と
こ
ろ
、
骨

細
胞
に
特
異
的
なSem

a3A

欠
損

マ
ウ
ス
が
骨
の
減
少
が
顕
著
だ
っ
た

こ
と
も
大
き
な
発
見
で
あ
る
。

　

骨
細
胞
は
、骨
を
構
成
す
る
細
胞
の

90
％
を
占
め
る
細
胞
で
、
骨
細
胞
同

士
で
連
携
し
て
力
学
的
刺
激
や
ホ
ル

モ
ン
を
応
答
。
破
骨
細
胞
や
骨
芽
細

胞
の
司
令
塔
的
な
役
割
を
果
た
す
。

　
「
骨
細
胞
は
骨
の
大
部
分
を
占
め

て
い
な
が
ら
、
破
骨
細
胞
や
骨
芽
細

胞
に
比
べ
て
扱
い
が
難
し
く
、
長
ら

く
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
存
在
で
し
た
。

し
か
し
、
私
た
ち
は
２
０
１
１
年
に

世
界
で
初
め
て
骨
細
胞
を
取
り
出
す

こ
と
に
成
功
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が

今
回
の
研
究
成
果
に
繋
が
る
第
一
歩

と
な
り
ま
し
た
」

世
界
の
骨
代
謝
学
研
究
を
先
導

こ
の
成
果
を
契
機
に
さ
ら
に
進
展

　
こ
の
研
究
成
果
か
ら
は
、Sem

a3A

を
使
っ
た
骨
粗
鬆
症
の
新
た
な
治
療

戦
略
や
早
期
診
断
マ
ー
カ
ー
な
ど
へ

の
臨
床
応
用
が
考
え
ら
れ
る
。

　

最
近
で
は
、硬
い
も
の
を
噛
む
こ
と

で
ど
の
よ
う
に
顎
の
骨
形
成
が
促
進

さ
れ
る
か
を
、
分
子
レ
ベ
ル
で
解
明
。

さ
ら
に
現
在
は
、
顎
の
骨
が
強
く

な
っ
た
場
合
の
脳
機
能
へ
の
影
響
を

明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
「
以
前
は
骨
に
特
異
的
な
遺
伝
子

改
変
マ
ウ
ス
を
作
る
こ
と
も
難
し

か
っ
た
の
で
す
が
、
近
年
そ
れ
ら
が

一
気
に
可
能
に
な
り
、
骨
研
究
は
軟

組
織
臓
器
と
同
様
の
研
究
領
域
に
発

展
し
つ
つ
あ
り
ま
す
」

　

中
島
教
授
ら
の
骨
代
謝
学
研
究
は

世
界
を
先
導
す
る
意
義
を
持
つ
。
こ

れ
か
ら
骨
疾
患
の
研
究
が
一
層
進
展

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

閉経後のエストロゲン欠乏と
骨粗鬆症のメカニズムを解明

大学院医歯学総合研究科  分子情報伝達学分野  中島友紀教授

R e s e a r c h  W o r k e r  Number 32

 医 療 研 究 ★ 最 前 線

未 来 医 療 を 拓 く
なかしま・ともき 

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科
修了（薬学博士）。トロント大学オンタ
リオ癌研究所、IMBA研究所研究員、
EUマリーキュリー財団国際特別研究
員などを経て、2006年より東京医科
歯 科 大 学 医 歯 学 総 合 研 究 科 勤 務。
2016年より現職。ERATOプロジェク
トグループリーダー、さきがけ研究代
表者、AMED-CREST研究開発代表
者なども兼任。専門分野は、骨代謝
学、骨生物学。

「骨細胞は、今まさに研究が花開こうとしているところです」と中島教授は語る。

　

中
島
教
授
は
、Sem

a3A

遺
伝

子
が
欠
損
し
た
マ
ウ
ス
の
卵
巣
を
摘

出
し
て
閉
経
後
骨
粗
鬆
症
モ
デ
ル
と

な
る
マ
ウ
ス
を
作
製
。Sem

a3A

が

欠
損
し
て
い
な
い
マ
ウ
ス
に
エ
ス
ト

ロ
ゲ
ン
を
投
与
す
る
とSem

a3A

が
増
え
て
骨
量
も
増
え
る
が
、

Sem
a3A

遺
伝
子
が
欠
損
し
た
マ

ウ
ス
に
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
を
投
与
し
て

もSem
a3A

は
増
え
ず
、
骨
粗
鬆

症
の
症
状
も
改
善
し
な
か
っ
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
影
響

を
受
け
る
骨
量
維
持
に
関
し
て
、

Sem
a3A

が
重
要
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

骨

骨細胞のSema3Aを介した自己制御ループによる骨保護作用
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田
浩
之
教
授
。
長
年
、
口
腔
外
科
医

と
し
て
や
っ
て
き
た
中
で
、
最
近
の

患
者
に
顕
著
な
変
化
を
感
じ
て
い
る
。

　
「
明
確
な
デ
ー
タ
が
あ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
最
近
の
若
い
人

た
ち
は
顎
の
成
長
が
進
ん
で
い
な
い

印
象
で
す
。
そ
の
た
め
親
知
ら
ず
が

横
向
き
に
生
え
て
い
た
り
、
奥
に
伸

び
て
き
た
り
す
る
。
し
か
も
、
口
を

大
き
く
開
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
、
親
知
ら
ず
の
治
療
な
ど
は
難
し

く
な
っ
て
い
ま
す
」

し
ゃ
べ
る
力
、
噛
む
力
を

失
わ
せ
な
い
手
術
を

　

原
田
教
授
は
、
歯
学
生
時
代
に
触

れ
た
口
腔
外
科
に
興
味
を
抱
い
て
こ

こ
ま
で
や
っ
て
き
た
。

　
「
若
い
頃
は
様
々
な
手
術
を
経
験

し
て
み
た
く
て
、
自
分
自
身
と
て
も

貪
欲
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

当
時
は
若
い
医
局
員
が
た
く
さ
ん
い

て
、
手
術
を
す
る
に
も
順
番
待
ち
。

一
人
前
に
な
る
の
に
何
年
も
か
か
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
時
代
で
し
た
が
、

恩
師
に
恵
ま
れ
、
チ
ャ
ン
ス
を
も
ら

え
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
卒
後
５
年
目

に
口
腔
が
ん
を
専
門
に
や
っ
て
い
こ

う
と
決
め
た
の
で
す
」

　

口
腔
が
ん
の
専
門
医
と
し
て
、
特

に
大
切
に
し
て
い
る
の
は
口
腔
機
能

を
で
き
る
だ
け
残
す
こ
と
だ
。

　
「
口
腔
が
ん
の
治
療
は
、
が
ん
を

切
除
し
て
治
す
こ
と
が
前
提
で
す

が
、
手
術
に
よ
っ
て
口
腔
機
能
が
失

わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

話
す
こ
と
や
食
べ
る
こ
と
は
Ｑ
Ｏ
Ｌ

（
生
活
の
質
）に
関
わ
る
こ
と
で
す
か

ら
、
そ
れ
ら
の
機
能
を
温
存
す
る
こ

と
を
重
視
し
て
治
療
を
進
め
ま
す

し
、
術
後
の
機
能
チ
ェ
ッ
ク
や
リ
ハ

ビ
リ
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
」

患
者
さ
ん
の
死
を
経
験
し
て

一
人
で
も
多
く
救
う
と
決
意

　

そ
の
よ
う
な
原
田
教
授
だ
が
、
一

度
だ
け
こ
の
仕
事
を
辞
め
よ
う
と

思
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

　
「
が
ん
治
療
を
始
め
て
間
も
な
い

頃
、
再
発
と
多
発
を
繰
り
返
し
て
何

度
も
治
療
を
し
て
い
た
50
歳
く
ら
い

の
男
性
が
い
ま
し
た
。
結
局
そ
の
患

者
さ
ん
は
治
療
の
甲
斐
な
く
亡
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
か
ら
し
ば

ら
く
は
、い
つ
も『
こ
う
し
て
い
れ
ば

治
せ
た
の
で
は
な
い
か
』と
考
え
て

い
ま
し
た
。
大
学
病
院
を
辞
め
て
開

業
医
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
で
も
、１
０
０
％
の
治
療

な
ど
あ
り
得
な
い
と
し
て
も
、
ど
う

し
て
も
諦
め
た
く
な
か
っ
た
の
で
す
」

　

そ
の
と
き
の
思
い
は
変
わ
ら
ず
、

一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
を
救
う

た
め
、
口
腔
外
科
の
運
営
に
力
を
注

い
で
い
る
。
次
世
代
を
担
う
人
材
に

も
期
待
を
寄
せ
る
。

　
「
口
腔
外
科
の
世
界
で
は
、
抜
歯

方
法
や
手
術
器
具
も
１
０
０
年
く
ら

い
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

改
善
す
べ
き
診
断
法
や
治
療
法
は
ま

だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。
若
い
医
師
た
ち

に
は
、
大
き
な
夢
を
持
っ
て
知
識
と

技
術
を
身
に
付
け
、
新
し
い
技
術
で

世
の
中
を
変
え
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
」

歯
学
部
附
属
病
院
の
顎
口
腔
外

科
は
、
口
腔
が
ん
か
ら
口
腔

粘
膜
疾
患
、
親
知
ら
ず
の
抜
歯
、
顎

骨
再
建
ま
で
、
手
術
を
伴
う
様
々
な

治
療
を
行
う
。
中
で
も
口
腔
が
ん
治

療
で
は
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
実
績
を
持

ち
、
年
間
２
４
０
人
の
口
腔
が
ん
治

療
を
行
う
。

　

こ
の
科
を
率
い
る
の
は
、
口
腔
が

ん
治
療
に
携
わ
っ
て
20
年
以
上
の
原

はらだ・ひろゆき 
1991年北海道大学歯学部卒業。同大学歯学部附属病院口腔外科、千葉県がんセ
ンター頭頸科を経て、2001年より東京医科歯科大学歯学部附属病院に勤務。
2015年より現職。日本口腔外科学会認定口腔外科専門医・指導医、日本口腔腫瘍
学会暫定口腔がん指導医、日本がん治療認定医機構がん治療認定医。専門は口腔
がん外科治療。がんの転移・浸潤のメカニズムに関する研究も行う。

大学院医歯学総合研究科医歯学系専攻
口腔機能再構築学講座 顎口腔外科学分野

原田浩之教授

I K A S H I K A - J I N  Number 002

高齢化に伴って増える口腔がん。日本では毎年8500人

以上が罹患するという。そんな中、口腔がん手術を専門

に奮闘するのが顎口腔外科の原田浩之教授だ。

１
０
０
％
の
治
療
な
ど
無
理
か
も
し
れ
な
い
。

で
も
、救
え
な
い
人
を
０
に
す
る
ま
で
諦
め
な
い

大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科
医
歯
学
系
専
攻

口
腔
機
能
再
構
築
学
講
座 

顎
口
腔
外
科
学
分
野 

教
授

原
田
浩
之

大学1年生時のサッカー部の
写真。

医療にかける思いを聞く No.002医科歯科人
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歯
科
医
師
の
一
家
に
生
ま
れ
た

と
い
う
小
野
法
明
さ
ん
。現
在
は
、

ミ
シ
ガ
ン
大
学
歯
学
部
の
矯
正
小

児
歯
科
学
講
座
で
ア
シ
ス
タ
ン
ト

プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
を
務
め
て
い
る
。

主
任
研
究
員
と
し
て
、
研
究
室
を

主
宰
し
な
が
ら
、
歯
学
部
の
学
生

を
は
じ
め
、
矯
正
歯
科
や
小
児
歯

科
の
研
修
医
の
臨
床

教
育
に
従
事
し
て
い

る
と
い
う
。

　
「
研
究
内
容
は
、

骨
格
系
幹
細
胞
の
役

割
を
生
理
と
病
態
に

お
い
て
解
明
す
る
こ

と
を
主
要
な
テ
ー
マ

と
し
て
掲
げ
、
主
に

マ
ウ
ス
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
を
用

い
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
」

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
で
は
、
学

部
生
時
代
に
基
礎
分
野
の
教
員
を

は
じ
め
と
し
て
、
様
々
な
価
値
観

を
持
つ
教
員
と
交
流
す
る
機
会
を

持
っ
た
。
さ
ら
に
大
学
院
生
の
と

き
に
は
、
臨
床
で
は
歯
科
矯
正
学

を
専
門
と
す
る
相
馬
邦
道
名
誉
教

授
、
研
究
で
は
難
治
疾
患
研
究
所

の
野
田
政
樹
教
授
の
指
導
の
下
で

学
ん
だ
こ
と
が
、
小
野
さ
ん
自
身

の
現
在
の
キ
ャ
リ
ア
の
礎
に
な
っ

た
と
語
る
。

　
「
人
生
で
一
番
大
事
な
12
年
間

を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

入
学
し
た
と
き
に
は

た
だ
漠
然
と
歯
科
医

師
に
な
る
こ
と
だ
け

を
考
え
て
い
ま
し
た

が
、
多
く
の
先
生
方

と
の
触
れ
合
い
を
通

じ
て
、
そ
れ
は
自
分

と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア

の
始
ま
り
に
す
ぎ
な

い
と
い
う
こ
と
を
確
信
し
た
の
で

す
。
東
京
医
科
歯
科
大
学
で
学
ん

だ
こ
と
を
糧
に
、
今
後
も
教
育
と

研
究
に
勤
し
ん
で
い
き
ま
す
」

　

小
野
さ
ん
は
、
東
京
医
科
歯
科

大
学
に
も
医
師
、歯
科
医
師
の
養
成

だ
け
で
な
く
、
各
分
野
で
活
躍
し

得
る
多
様
な
人
材
を
育
て
て
く
れ

る
こ
と
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

総合診療科は、2018年7月に
設立された。大学病院内で

は、専門に特化した従来の診療科
とは異なり、ここは包括的で連携
性があるゆえに症状の原因が分か
らなかったり、複数の症状や異常
があったりする患者の受け入れ窓
口となる。
　医療機関に行くことができない
“受診抑制”の人をすくい上げ、地
域の人々の健康を守ることも総合
診療科の重要な役割となる。制度
上は誰でもいつでも受診できる日

医学部附属病院
総 合 診 療 科

世 界 レ ベ ル の 地 域 医 療 を 目 指 して ネットワ ー クを 構 築

本にあって、「移動手段がない」「忙
しくて時間がない」「経済的余裕が
ない」といった理由で受診できてい
ない人がいる。科長の竹村洋典教
授は、総合診療科の目標を次のよ
うに語った。
　「東京都では3人に1人の受診抑
制があるといわれています。総合
診療科は、地域や住民の要望に
応えるニーズ主義医療を実践しま
す。地域のあらゆる課題を解決す
べく、まだ受診できていない人も
診る気持ちで取り組んでいるので

す。専門の診療科、多職種との
連携はもちろん、地域医療機関と
の連携が重要になります」
　まずは、東京都の城東や市部
北部など数カ所で世界レベルの地
域医療モデルとなる東京医科歯科
大学総合診療ネットワークを構築
する計画だ。
　「総 合 診 療 医 は 診 断 が 難しい
様々な科に関わる疾患も診ます。
大学病院を受診するか迷うような
患者さんこそ、私たちに相談して
ほしいと思います」

 竹村洋典教授（科長）
三重大学総合診療ネットワーク
を構築するなど総合診療のパイ
オニア。「世界レベルの地域医
療を実現するため、本学に来ま
した。開設から1年経ち、確か
な手応えを感じています」

 総合診療科の入院患者の疾患は多岐にわたる。

 外来においても総合診
療に関わる様々な研究や
教育が行われている。

 毎朝の病棟でのカンファレンスでは、
併診する歯科など他科の患者についても
検討や教育がなされる。

 総合診療の裾野を広げるために教育にも力を注ぐ。総合診療医や行政
に興味がある学部生、大学院生も増えているという。

附属病院
訪問

卒業生の今
活躍する医科歯科人

多くの先生方との出会いが
今のキャリアの礎になった

ミシガン大学歯学部  矯正小児歯科学講座
アシスタントプロフェッサー

小野法明氏
Noriaki Ono

おの・のりあき
2003年東京医科歯科大学歯学部歯学科卒業。2007年同大学院医歯学総合
研究科博士課程修了（歯学博士）。2009年に渡米、マサチューセッツ総合
病院研究員、インストラクターを経て、2014年よりミシガン大学歯学部
アシスタントプロフェッサー。

ミシガン大学  
【基本データ】 

1817年にミシガン準州（現ミシガン州）デトロイトに創立された公立大学。1837年にアナーバーに移設された。工学、薬学、
医学、歯学をはじめとする多彩なスクールにより構成され、学生数は42000人以上、そのうち大学院生は15000人以上が
在籍。大学システムはアナーバー校、ディアボーン校、フリント校を加えた3大学から構成されている。ミシガン大学歯学
部はQSランキングにおいて全米1位を誇る。
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医
学
部
医
学
科
５
年
の
髙
野
祐
二
さ
ん

は
、
臨
床
実
習
の
毎
日
を
送
っ
て
い
る
。

先
日
回
っ
た
消
化
器
内
科
で
は
、
高
齢
の

が
ん
患
者
を
受
け
持
っ
た
。

　
「
担
当
初
日
に
腹
部
の
触
診
を
し
た
と

こ
ろ
、
翌
日
も
私
の
こ
と
を
覚
え
て
い
て

『
手
で
触
れ
て
診
察
し
て
も
ら
え
た
の
が

う
れ
し
か
っ
た
』と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

患
者
さ
ん
の
気
持
ち
を
知
る
こ
と
が
で
き

て
貴
重
な
経
験
が
で
き
ま
し
た
」

　

髙
野
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
基
礎
研
究
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
夜
遅
く

ま
で
実
験
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
充
実

し
た
毎
日
だ
っ
た
と
話
す
。

　
「
２
、３
年
の
と
き
は
研
究
実
践
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
細
胞
生
理
学
研
究
室
に
通
い
、
骨

代
謝
に
つ
い
て
研
究
し
ま
し
た
。
４
年
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
セ
メ
ス
タ
ー
で
は
、
分
子

腫
瘍
医
学
研
究
室
に
所
属
し
、
肝
細
胞
癌

の
薬
剤
耐
性
を
テ
ー
マ
に
研
究
を
行
い
ま

し
た
。
１
つ
の
発
見
で
多
く
の
人
を
救
う

こ
と
が
で
き
る
研
究
に
も
や
り
が
い
を
感

じ
ま
す
」

患
者
さ
ん
と
向
き
合
い

対
話
で
き
る
医
師
に
な
り
た
い

両親とも眼科医で、子どもの頃か
ら医師は身近な存在だったという
髙野さん。 医学部進学の意思を
固 めたのは、 テレビで 見 た 名 医
への憧れからだった。「難しい手術
に挑むその姿に感銘を受け、自
分も外科医になりたいと思いまし
た。自分の手で治療できることに
やりがいを感じています」

髙野祐二
（たかの・ゆうじ）さん

医学部医学科5年

⇐2年生のとき、全関東医歯薬獣医科大学対抗
　陸上競技大会で男子200ｍに出場した。

現在、キャンパス内で新しいメタセコイアの
苗木が育っている

メタセコイア

東京医科歯科大学の過去から現在までの
トピックス、エピソードをピックアップして紹介します。

［ 12 ］

医
学
部
附
属
病
院
前
の
メ
タ
セ
コ
イ
ア
は
、

１
９
５
６
年
に
法
医
学
教
室
の
初
代
教
授
で
あ
る
古
畑
種
基
医
学
部
長
が

文
化
勲
章
を
受
章
し
た
記
念
に
医
学
部
7
回
生
が
植
樹
し
た
。

東
京
医
科
歯
科
大
学
の
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
と
し
て
長
ら
く
親
し
ま
れ
て
き
た
が
、

２
０
２
２
年
に
予
定
し
て
い
る
機
能
強
化
棟
竣
工
に
伴
い
今
年
度
中
に
伐
採
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

現
在
、
湯
島
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
メ
タ
セ
コ
イ
ア
の
苗
木
を
育
成
し
て
い
る
。

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
に
メ
タ
セ
コ
イ
ア
も
受
け
継
が
れ
て
い
く
。

東京医科歯科大学のシンボルツリーとして親しまれてきたメタセコイア

プロジェクトセメスターで通った分子腫瘍医学研究室。
大学卒業後も臨床と並行して研究を続けていきたいと考
えている。

　

部
活
動
で
は
陸
上
部
に
所
属
し
、
短
距

離
競
技
に
出
場
し
て
き
た
が
、
陸
上
競
技

を
始
め
た
の
は
大
学
に
入
っ
て
か
ら
だ
と

い
う
。

　
「
中
学
、
高
校
と
卓
球
部
で
し
た
が
、

大
学
で
は
違
う
こ
と
に
挑
戦
し
た
か
っ
た

の
で
す
。
４
年
の
と
き
に
は
主
将
も
務
め

ま
し
た
。
自
己
記
録
を
更
新
し
た
い
人
も

い
れ
ば
、
運
動
を
楽
し
み
た
い
人
も
い
て
、

部
員
た
ち
の
意
見
を
尊
重
し
て
ま
と
め
る

の
が
大
変
で
し
た
」

　

卒
業
後
は
臨
床
医
と
し
て
の
道
を
目
指

す
。
目
標
と
す
る
医
師
像
も
徐
々
に
明
確

に
な
っ
て
き
た
。

　
「
診
療
所
実
習
で
伺
っ
た
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
先
生
の
よ
う
に
、
患
者
さ
ん
の
生
活
背

景
や
家
族
間
の
悩
み
ま
で
把
握
し
て
関
わ

れ
る
医
師
が
理
想
で
す
。
そ
の
た
め
に
は

医
学
の
知
識
や
技
術
は
も
ち
ろ
ん
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
身
に
付
け
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

理
想
の
医
師
像
に
近
づ
く
た
め
、髙
野
さ

ん
の
努
力
は
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
く
。

医科歯科
大生No.018

File 自
ら
問
い
、

　
　
自
ら
導
く
学
生
た
ち
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TOPICS年間行事カレンダー
2019年2月から7月の主な出来事

2月3月4月5月6月7月

　

大
学
時
代
で
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
山
田
教
授
の
講
義
だ
。

学
内
で
一
番
大
き
な
階
段
教
室
で
あ
る
第
一
講
堂
で
、
先
生
は
6
面

あ
る
黒
板
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
使
って
板
書
し
つつ
、張
り
の
あ
る
し
っ

か
り
し
た
お
声
で
講
義
す
る
。
我
々
は
必
死
で
そ
れ
に
つ
い
て
い
く
。

前
の
方
の
席
で
な
い
と
細
か
い
文
字
や
図
は
見
え
な
い
の
で
、
み
な
双

眼
鏡
を
片
手
に
必
死
に
ノ
ー
ト
を
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。
あ
る
日
、
何

か
の
儀
式
へ
の
ご
出
席
か
、
結
婚
式
の
仲
人
で
も
な
さ
る
の
か
、
背
が

高
く
豊
か
な
白
髪
の
先
生
が
モ
ー
ニ
ン
グ
姿
で
颯
爽
と
学
内
を
闊
歩
し

て
お
ら
れ
た
。
そ
の
お
姿
を
拝
見
し
、
こ
れ
ぞ
ま
さ
し
く
自
分
が
脳
裏

に
描
い
て
い
た
大
学
教
授
で
あ
る
と
、
心

が
と
き
め
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

　

写
真
は
、
病
理
実
習
の
際
に
顕
微
鏡

で
肝
臓
な
ど
の
組
織
を
観
察
し
、
所
見

を
一
心
不
乱
に
色
鉛
筆
で
描
い
た
ス
ケ
ッ
チ

ブ
ッ
ク
と
解
剖
に
使
っ
た
ピ
ン
セ
ッ
ト
。
ピ

ン
セ
ッ
ト
は
、
カ
エ
ル
の
解
剖
か
ら
人
体

解
剖
実
習
の
際
に
も
使
用
し
た
。
大
学

時
代
に
精
緻
な
人
体
の
構
造
を
しっ
か
り

学
べ
た
こ
と
が
そ
の
後
の
医
療
人
生
に
大

い
に
生
き
た
。
深
く
感
謝
し
て
い
る
。

2019年4月、わくわく保育園は文京
区の認可を受けた事業所内保育所
となりました。

詳しくは 
「医科歯科 わくわく保育園」 で検索

TMDU
歴史館
第3回

広報係では、このような貴重な品に関する情報を随時募集しております。周年事業や広報活
動などで使用したいと考えておりますので、情報提供可能な方は、総務部総務秘書課広報
係へご連絡ください。  TEL：03-5803-5833　E-mail：kouhou.adm@tmd.ac.jp

東
京
医
科
歯
科
大
学
の
思
い
出
の
写
真
や
グ
ッ
ズ

な
ど
を
紹
介
す
る「
Ｔ
Ｍ
Ｄ
Ｕ
歴
史
館
」、
第
３
回
は

卒
業
生
の
茂
木
健
司
さ
ん（
歯
学
部
15
回
生
）所
蔵

の
な
つ
か
し
い
品
々
を
紹
介
し
ま
す
。

東京医科歯科大学基金 寄附者芳名録
未来の医療人育成に向けた募金にご支援をいただいた皆様のご芳名を掲載いたします。
今後とも引き続き、東京医科歯科大学へのご寄附・ご支援を、お願いいたします。

■ 2019年1月1日から6月30日の寄附者を掲載しています（50音順／敬称略）　■ 匿名を希望された方については、掲載しておりません
■ 附属病院基金への寄附については、掲載しておりません

法
人
・
団
体
等

一
般
財
団
法
人　

和
同
会

医
療
法
人
社
団
宏
心
会　

六
ツ
木
診
療
所

東
京
医
科
歯
科
大
学
生
活
協
同
組
合

個
人

本学は病気やケガに苦しむ人を一人でも多く救うため、様々な病気に対
する治療法や治療薬の開発につながる研究および、世界中で活躍できる
医療人の育成に尽力しています。これらの人材育成や研究活動を支える
ご寄附および基金を企業や個人の皆様に募っております。医療の発展の
ために、皆様のご理解とご支援を賜りますよう、お願い申し上げます。

未来の医療人育成に向けた
ご支援のお願い

●東京医科歯科大学基金 東京医科歯科大学募金室
　www.tmd.ac.jp/kikin/
　TEL：03-5803-5009
大学基金の他にも、下記附属病院基金がございます。お気軽にお問い合わせください。
■ 附属病院基金へのご寄附については、この芳名録および銘板への記載はございません。

●医学部附属病院支援基金（梅いち輪募金）　
　  医学部附属病院総務課　　TEL：03-5803-5097　
      www.tmd.ac.jp/medhospital/kikin/kikin.html

●歯学部附属病院支援基金　
     歯学部附属病院総務課　　TEL：03-5803-5406　
     www.tmd.ac.jp/dent_hospital/suuport-fund/

1
日　
本
学
・
順
天
堂
大
学
留
学
生
交
流
会（
節
分
の
会
）

6
日　
三
井
物
産
株
式
会
社
と
の
歯
科
分
野
に
お
け
る
連
携
協
定
を
締
結

8
日　
ご
遺
骨
返
還
式
お
よ
び
感
謝
状
贈
呈
式

22
日　
市
民
公
開
講
座（
於
：
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
）

5
日　
記
者
懇
談
会「
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
の
最
新
動
向
」

5
日　
半
月
板
損
傷
を
対
象
と
し
た
、
世
界
初
の
自
家
間
葉
系
幹
細
胞
移
植
技
術
に
関
す
る

　
　
　
特
許
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
を
富
士
フ
イ
ル
ム
と
締
結

25
日　
２
０
１
８
年
度
学
部
卒
業
式

26
日　
２
０
１
８
年
度
学
位
記
授
与
式

1
日　
２
０
１
９
年
度
入
職
式

8
日　
２
０
１
９
年
度
学
部
入
学
式

9
日　
２
０
１
９
年
度
大
学
院
入
学
式

11
日　
生
体
材
料
工
学
研
究
所
生
命
有
機
化
学
分
野
の
吉
田
優
准
教
授
が

　
　
　
２
０
１
９
年
度
科
学
技
術
分
野
の
文
部
科
学
大
臣
表
彰（
若
手
科
学
者
賞
）を
受
賞

8
日　
創
生
医
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
企
業
説
明
会

8
日　
統
合
研
究
機
構
の
武
部
貴
則
教
授
と
医
学
部
附
属
病
院
腎
臓
内
科
の
安
藤
史
顕
特
任

　
　
　
助
教
が
、
第
１
回
日
本
医
学
会
総
会
奨
励
賞（
最
優
秀
奨
励
賞
）を
受
賞

10
日　
大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科
分
子
情
報
伝
達
学
分
野
の
中
島
友
紀
教
授
が

　
　
　

TO
BIRA

研
究
助
成
と
び
ら
賞
を
受
賞

6
日　
記
者
懇
談
会「
歯
周
病
の
細
胞
治
療
。
医
師
主
導
治
験
は
じ
め
ま
し
た
！
」

8
日　
教
職
員
Ｆ
Ｄ
研
修

24
日　
先
端
歯
科
診
療
セ
ン
タ
ー 

メ
デ
ィ
ア
向
け
内
覧
会

1
日　
東
京
医
科
歯
科
大
学
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
構
発
足
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

1
日　
「TM

DU-JEO
L 

ク
ラ
イ
オEM

Gatew
ay

」運
用
開
始
式

4
日　
先
端
歯
科
診
療
セ
ン
タ
ー
内
覧
会

8
日　

International Sum
m

er Program

（ISP

）2019

10
日　
東
京
都
地
域
医
療
政
策
学
講
座
を
設
置

16
日　
「
創
薬
・
医
療
系
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
資
す
る
大
学
保
有
機
器
等
の
共
用
に

　
　
　

 

関
す
る
協
定
」を
東
京
都
と
締
結

18
日　
本
学
・
順
天
堂
大
学
留
学
生
交
流
会（
夏
祭
り
）

29
日　
創
生
医
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
第
２
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　
「
再
生
か
ら
創
生
へ  

創
生
医
学
の
最
前
線
」を
開
催

先端歯科診療センター 大学院入学式クライオ運用開始式 卒業式 記者懇談会 節分の会

病理実習でスケッチに使用したスケッチブック
と解剖実習で使ったピンセット

information

わくわく保育園が
文京区の認可を
受けました

主な変更点
（1） ０歳から２歳までの受け入れとな

り、教職員・学生から要望の多
かった０歳児の定員が増えます

（2） 開園時間が7：15～19：15（※
18：15からは延長保育）になり
ます

（3） 認可保育園の保育料と同額にな
ります

ご
芳
名
録
の
み
の
ご
掲
載

該
当
な
し

ゴ
ー
ル
ド
プ
レ
ー
ト  

（
３
０
０
０
万
円
以
上
）

銘
板
に
掲
載
さ
れ
た
方
の
ご
芳
名

ブ
ロ
ン
ズ
プ
レ
ー
ト

（
３
０
万
円
以
上
）

石
﨑　

朝
世

石
田　

功

烏
山　

一

小
泉　

和
彦

佐
藤　

和
良

関
口　

和
之

塚
田　

昇

萩
原　

利
典

古
川　

晴
康

山
崎　

恭
男

「東京医科歯科大学基金寄附者銘板」は、
M&Dタワー2 階エントランスホールに設置しており、
寄附額に応じてプレートの色が異なります。
※金額は累計で、個人寄附の場合

浅
地　

徹

池
田　

美
千
代

伊
藤　

雅
史

稲
瀬　

直
彦

大
野　

喜
久
郎

大
橋　

幸
治

シ
ル
バ
ー
プ
レ
ー
ト

（
１
０
０
万
円
以
上
）

浅
井　

邦
彦

浅
野　

謙
一
・
桐
子

飯
田　

さ
く
ら

伊
藤　

嘉
洋

稲
田　

賢
人

稲
田　

誠

岩
﨑　

吉
伸

大
西　

康

岡
田　

正
之

小
川　

博
章

荻
原　

一
浩

奥
隅　

廣

角
田　

ま
り
子

片
山　

純
一

川
満　

久
恵

菊
池　

英
雄

北
脇　

義
実

清
松　

瑤
一
郎

小
林　

恵
美
子

坂
口　

浩
三

坂
口　

祐
輔

坂
庭　

眞
吾

坂
本　

朝

佐
々
木　

俊
則

佐
藤　

和
利

重
見　

淳

篠
田　

幸
雄

新
里　

眞
美
子

杉　

紀
人

鈴
木　

武
泰

鈴
木　

礼
子

立
石　

文
子

谷
口　

誠
人

土
屋　

史
郎

遠
矢　

典
夫

中
尾　

真

中
澤　

久
子

中
山　

孝
仁

西
野　

和
義

丹
羽　

寿
雄

野
々
下　

頼
之

橋
本　

譲

比
江
嶋　

一
昌

東
川　

裕
樹

日
野　

太
郎

廣
瀬　

晶

福
田　

禎
治

藤
田　

淑
子

藤
田　

博
人

藤
田　

裕
光

藤
波　

靜
次

眞
壁　

力
夫

松
井　

征
男

松
尾　

泰
伸

松
岡　

京
子

三
木　

統
夫

三
沢　

逸
人

水
谷　

智
彦

水
沼　

秋
雄

水
野　

節
子

宮
内　

昭
穂

三
好　

邦
雄

村
井　

佐
智
子

森
口　

睦

矢
藤　

繁

矢
野　

雅
隆

山
下　

哲
次

山
本　

昇

山
本　

博
朗

吉
岡　

友
和

Boosaba T
an 

倉
沢　

滋
明

新
谷　

周
三

鄭　

憲

西
岡　

清

師
岡　

通
雄

歯
学
科
30
回
生
一
同


